２００６年（京都南部）地区（　西）ブロック共同宣教司牧の歩み

１．ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について

	１－A　ブロック司祭団（含む修道者）の分担

担当司祭団は定期的に会議と分かち合いを持つことや迅速を要することはメール交換によって意見を交換している。互いに日々信頼関係を築き、違うタレントを生かすことが宣教司牧の基本だと確認している。

	１－B　司祭団と信徒との連携体制

共同体において違う役割を担っているが、それが福音的に生かされるように、大切なことを選択していく勇気と教会センスを共有し、それを連携体制の基礎としている。

	１－C　意見交換とコンセンサス

評議会やブロック会議だけに止まらず、必要であれば各教会の役員・部会代表者と相談する。また信徒の意見を幅広く聞く場として部会を有機的に運営する。いつでも対等に話し合える雰囲気も大切。


２．「共同宣教司牧的」な地域教会共同体の動きについて。

	２－A　意思決定のプロセス：資料を少なくし、分かりやすく、重要な事柄を確実に伝えるように努力した。評議会中に分かち合いもあり、良い交わりが出来るようになった。良い交わりが出来ることで意思決定のプロセスもよく機能してきた。プロセスの共有が閉塞した場合、個別のミーティングを細かく行っている。
【課題】各部及びグループにおいて重要課題、優先課題を見極めて、限られた時間を有効に使う。

	２－B　意見交換・意見集約方法：各部会の部長を通じて評議会へ提案、或いは総会やお茶会などの自主的な集まりなどを通して日常の信徒の声を評議会で福音的に反映する努力をしている。

	２－C　情報の共有：必要な情報は出来るだけ早く発信できるように携帯メールなどを利用し、特に大切なことは何度も口頭で知らせると共に毎週のお知らせに掲載した。また、毎週のお知らせはホームページと携帯サイトでも確認出来るようにしたり、各担当部会別お知らせボードを設置した。

	２－D　小教区間の協力：ブロック行事に全て参加できなくても、ビデオを見たり、準備や反省を聞く中でブロックの良さを感じることができ、ブロックはダイナミックで豊かさがあることを知った。具体的には司教訪問において担当教会でない信徒の直接的な関わりが持てるようになってきたことは意義深い。（各小教区から実行委員を出す。分かち合いの司会者を訪問教会でない信徒が担当するなど）


３．「共同宣教司牧」を支える活動について

	３－A　奉仕や福音宣教者としての意識：評議員や部会での奉仕を通して、共同宣教司牧の意味を理解出来ているように思う。共同体としてお互いに奉仕しあい、宣教活動を通して社会の中で神の賜物を見つけ、個人として共同体としても信仰者（信仰共同体）として成長していくことが、新しい福音宣教に向かう教会共同体になることであると気づいた。例えばクリスマス深夜ミサ前に教育部担当者が馬小屋と「いのち」の説明を行なったり、典礼奉仕の研修会を開催したり、教会来訪者のためのオリジナル冊子を作ったりして信徒全体に福音宣教者としての意識を高める機会になったのではないかと思う。

	３－B　分かち合いと福音的識別：公開分かち合いを通して、共同体の仲間の信仰観を知ることができメンバー各自のエネルギーとなり共同体の一体性も強く感じた。公開分かち合いにおいては、事前の学習会を行い、参加者全員が分かち合いについて強い意識を持って司教訪問に結集できた。【課題】テーマが、個人の信仰や生活の課題と合致している場合はそれなりの成果や光を得ることができるので、テーマの選びが重要である。分かち合いはマンネリにならないように時間をかけてゆっくり行うことが大切である。


４．「共同宣教司牧」の学びと祈りについて

	４－A　共同宣教司牧と秘跡・典礼：小教区の典礼、ミサには共同宣教司牧の精神がよく生かされており、各自が与えられたタレントを十分に生かしながら典礼の中に参加する姿が見られる。【課題】各部会の役割を十分に果たそうとするあまり、ミサ前の沈黙がなくなってきているように思われ、改善していく必要がある。

	４－B　信仰入門・養成講座：続・キリスト教講座の継続、　入門講座への参加は求道者にとどまらず、新たな気づきの場として信徒の参加が多い。

	４－C　リーダー養成・信徒養成：聖体奉仕者に新たなメンバーが加わり、典礼の場だけでなく病床訪問にも充実対応ができている。子どもたちの信仰教育に力が注がれている。初聖体の準備に信徒が積極的に関わっている。分かち合い司会者の養成は引き続き行うニードがある。



